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令和3年度浜郷小学校卒業証書授与式を挙行いたしました。

校庭の木々のつぼみが膨らみ始めた3月18日、令和3年度伊勢市立浜郷小

学校卒業証書授与式を挙行いたしました。そして、5了名の卒業生が浜郷小学

校を巣立っていきました。

今年も新型コロナウイルス感染症の感染状況から、感染拡大防止の為例年

とは違った形にはなりましたが、無事開催できたことが本当に嬉しかったです。

卒業のこの日を迎えるまでに、子ども達は1人ひとりが一生懸命努力を積み      ゛

重ねて  F そ の頑張りに対し、私は心を込めて卒業証書を手渡させてもらいました。

在校生みんなが飾り付げた式場で、力強く決意を述べて卒業証書を受け取る卒業生の

の希望、小学校生活6年間の成長が感じられ、とても輝いて見えました。子ども達の

成長を見守り続けてくださった地域の皆様にもその姿を見てもらいたかったです。

2年前から、学校生活は新型コロナウイル感染症のため、それまでの学校生活とは大きく変わってしま

いました。しかし、6年生の子ども達は密を避けながらも下級生とさまざまな交流をし、あらゆる場面でリ

ーダーとなってみんなをまとめてくれました。そんな6 赤い花it 赤<

年生の姿は、下級生の目にはあこがれの存在として映 白い花。よ 白く

っていたはずです。

私は、式辞の中で、今年の6年生の何より素晴らしい

と感じたところは、何をやるにも本当に気持ち良くやっ

てくれたことだと讃えました。最上級生ということで、

全校児童の為に面倒なことやしんどいことをやること

もあっただろうと思います。げれど、子ども達は、いつ

の時もどんなことも、

『    やるのなら、楽しくやろうよ!1

Wせっ   るのなら、全力でやろうよ!1

という   で、笑顔でやってくれました。

1人ひとりが自分の持ち場を守り、しっかりと役割を果

たしてくれた卒業生jこ、今から始まる新しい人生へのは

なむけとして、右の詩を贈りました。

巣立ちゆく卒業生には、これからも自分らしさを大切

にして、四月からの中学校生活を元気でたくましく切り

拓いていってくれることを願っています。そして、次に

会う時もきっと笑顔であることを信じています。

心やさしくひとのためにも咲けばいいのです

自分のことだけ考え

他人の迷惑をも思わず

善悪の判断のないまま咲いた花は

どんなに大きく美しくても

人生の実をつけることはないでしょう

赤い花は赤 く

白い花は 白く

それぞれが助けあい励 まし合い

謙虚に誠 実に世 のため咲けばもっといいのです

もっと 輝くのです



感染症の感染拡大に配慮し、今年もオンラインで行いました。

講師をしていただいている森本アドバイザーには勤務地からご参加いただき、授業始めにはZOOMで

-ご指導していただきました。授業時間の間も、子ども達の活動の様子を才ンラインで見ていただき、授業

後もお話をいただきました。

HUGでは、子ども達が学校に避難してみえる方の情報を頼りに避難所を運営していきます。今回は、

W新型コロナウイルス感染症への感染拡大防止jという事への配慮も加わり、難しい条件も増えてきました

が、子ども達は一生懸命に最善策を練ってくれていました。6年生の子ども達にとっては初めての経験で

したが、こうした経験を万が一の時に活かしてくれればと願います。今年も、まちづくり協議会の皆さんに

も参観していただき、子ども達の防災学習の様子を見ていただきました。

毎年、6年生のみの活動としていますが、5年生から取り組むことができれば、さらに実りあるものに

なるのではと思います。う後も、このようにその時その時に可能な形で、地域と学校が繋がった防災活動

を継続していきたいと考えています。

6年生が奉仕作業をしてくれました。

今年度最後の給食でした。

3月1了日(木)、今年度最後の絽食でした。この日

給食は、6年生の子ども達にとっては、小学校生活最後の給食となりました。何だか準備の時間から子ども

達はいつもより楽しそうでした。メニューは、子ども達に大人気のカレーライス!挨拶は、マスクをつげた

まま、「いただきま～す!」このメンバーで食べる給食は今日が最後。思い出の昧となったことでしよう。


